
「樹脂積層造形装置」の使用例

※本設備は「公益財団法人JKA(旧日本自転車振興会)補助事業（R5)」により導入しました。ものづくり研究開発センター

① スキャナーによる影撮 ② 3Dデータの作成・配置

③ 造形

※造形時間短縮のため、
高さを最小化

中空による軽量化

造形対象物のデータ化

完成した胸像

※3Dデータがない場合でも造形が可能

造形直後（仕上げ
処理前）の胸像

※強度向上のため、内部
構造の変更も可能

配置の調整

使用した
樹脂積層造形装置

FORMIGA P 110 Velocis
(EOS GmbH)

3Dデータの撮影から造形終了までの手順をご紹介します
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